
様式第 4号（第 4条関係）  

出張報告書 幹 事 長 印 経理責任者印 

  

   

平成 30年 6月 12日 

幹事長 

矢 野 正 憲 殿 

出張者氏名 服 部 脩 二 印 

 

下記の通り報告します。 

 

1 出 張 先 

全国市町村国際文化研修所 

滋賀県大津市唐崎 2－13-―1 

 

2 日 時 

平成 30年 4月 12日（木） ～ 4月 13日（金） 

 

3 出張用務（宿泊を要する場合は用務） 

4月 12日（木）13：00～14：30 1 豊岡の観光戦略 

   〃   14：50～16：20  2 観光立国と地方創生 

4月 13日（金）9：00～10：30  3 観光・地域振興のあり方を考える 

   〃   10：50～12：20  4 京菓子老舗女将のとっておきの話 

 

4 旅費・研修費等 

1人 当たり 

交 通 費  6,920円 

研 修 費  2,400円 

食   費  2,000円 

研修活動費  2,250円 

研修費送料   216円 

 

合 計 額  13,786円 

 



5 報  告 

 

Ａ 豊岡の観光戦略 

 

1 講 師  中 貝 宗 治（なかがい むねはる）氏   64歳 

兵庫県 豊岡市長 「京都大学法学部卒」 市長 4期目 

 

  2 内 容 

「小さな世界都市」の実現をめざし、コウノトリの野生復帰をはじめ、環境を良 

くする行動によって経済が活性化する『環境と経済の共鳴』の具体例を積み重ねる 

など独自の施策を展開している。 

若者にかもす力＝社会を変革し、未来を創る 5つの【 き 】 

    1 意 識 ＝ 22世紀未来意識・情 熱 

    2 知 識 ＝ もっと勉強をせねば、努 力 

    3 勇 気 ＝ 実行（やってみる） ➡ 自 信 

    4 元 気 ＝ 協 働 は楽しい  

    5 景 色 ＝ 未来の現実をつくる 

 

  3 感 想 

わが街を、もっともっと知り、固有のライフスタイルを磨き、わが街に来る旅 

人（わが地域のファン）を国の内外に創り、国際関係人口を更に増加させ、リピ 

―ター化する。 

という市長の発想は、大変共鳴し、我々はもう一度自分の足元をしっかりと固 

   め、手先、目の先の事に惑わされる事無く、子ども・孫世代を見据えて 5つの 

【 き 】を持って、対応することが大事なことである。 

 

 

 Ｂ 観光立国と地方創生 

 

  1 講 師  中 村 好 明（なかむら よしあき）氏   55歳 

佐賀県出身 上智大学卒 「日本インバウンド教育協会理事」 

 

 

 

 



2 内 容 

住む人々が、地域の光をより良く自覚する、誇りと愛着を持ち、訪れる人々に 

とっても地域の光を、より良く感じさせることが大事で、訪れてよし・住んでよ 

しの地域づくり。 

将来の我が国の、観光立国実現に向け、「米仕事＝自分・自社の稼ぐための仕事 

    」に加えて、「花仕事＝地域社会のための公共への奉仕・貢献が重要になる。 

地域のバラバラの利害を超えて、官民の壁を越えて各要素を統合し、美味しい 

お酒（一体感のある地域）を創り出す力を備えたリーダーだろう。 

 

3 感 想 

地元のインバウンドの成功には、飲食・物販・宿泊施設・観光拠点、そして行 

    政や観光協会などの公共セクター、これらの全ての担い手が有機的に連携して  

世界に情報を発信し、来訪者をおもてなししなければなりません。 

 

 

 

Ⅽ 観光・地域振興のあり方を考える。 

 

1 講 師  東   徹（あずま とおる）氏     56歳 

岩手県出身  「立教大学観光学部教授」 

 

2 内 容 

観光魅力とは地域の多様性と資源の偏在 

農村観光（グリーン・ツーリズム）・生活文化観光・医療観光・被災地ツアー等 

あらゆるものが観光・集客資源になり得る。 

観光業という業種はない、多様な業種が観光需要に関わっている。⇒全体として 

「観光産業」を構成している。 

持続可能な資源利用➡地域の暮らしを支える恵みであり、地域独特の持ち味を生 

みだす自然環境や・文化的ストックを大切に守り、生かしていく取り組み。 

地域づくりは、訪れる人との交流を重視➡人も観光資源である。 

 

3 感 想  

来る時は『ゲスト』、帰る時には【ファン】に、更に【サポーター】に。 

地域の惠みや持ち味、知恵や技への共感を生み出す地域ブランドの構築. 

地域（ふるさと）への誇り・愛着、独自性を守る強い思いが必要である。 



Ⅾ 京菓子老舗女将のとっておきのお話 

 

1 講 師  田 丸 みゆき（たまる みゆき）氏 

帝塚山学院大学英文科卒 【笹屋伊織】女将 京都観光おもてなし大使 

 

2 内 容 

老舗京菓子の女将としての仕事は、社員教育・広報・企画・営業カフェの運営・ 

京菓子の文化やおもてなしの講演・コラムの執筆等多岐にわたる経験談。 

京菓子は日本の美意識を知る五感の芸術である。 

① 視 覚・・・色や形を目で楽しむ（季節の先取り） 

② 臭 覚・・・香りを楽しむ（奥ゆかしい日本のぶんか） 

③ 触 覚・・・歯ざわり、舌触りを楽しむ 

④ 味 覚・・・味を楽しむ 

⑤ 聴 覚・・・菓銘を聴いて楽しむ 

 

3 感 想 

柔らかい京都弁で、京菓子の歴史や、皇室を中心とした公家社会・神社仏閣との 

関わりについて面白く語られて、講師の人柄・人間性の豊かさを感じられた。 

おもてなしの真髄についても、➡ケチにならない「自分の利益ばかり・得ばかり 

    」を追求すると、結局は損をすることになる。 

クレームについては真摯に受け止め、しっかりお答え（対応）することが大事で 

あると感じた。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 










